
嬉野市塩田津（佐賀県）
令和２年５月１日

嬉野市作成

（１）保存地区の概要

地 区 名 嬉野市塩田津

選定年月日 平成１７年１２月２７日

種別 ・面積 商家町 約１２．８ヘクタール

特 徴

塩田津は、長崎街道の宿場町と有明

海の干満の差を利用した川港のふた

つの顔を持った商家町である。度重な

る災害の経験から、外壁を漆喰で塗り

固めた「居蔵家（いぐらや）」と呼ばれ

る瓦葺き大壁造の町家が多く建てられ

た。また、川沿いには土蔵や座蔵が建

ち並び、塩田石工によって造られた石

造物、樹木などが加わって地区固有

の歴史的風致を形成している。藩政期

に遡る町割や地割、水路などが現在

まで良好に継承されている。

（２）保存地区のあゆみ

平 成 １ ２ 年 度 町並み保存について旧塩田町役場関係課と協議

平 成 １ ３ 年 度
対象地区への説明会
塩田地区に「町並み研究会」発足

平 成 １ ４ 年 度 伝統的建造物群保存対策調査事業開始

平 成 １ ６ 年 度
伝統的建造物群保存対策調査事業完了
対象地区へ調査報告会
地区同意説明意見交換会

平 成 １ ７ 年 度
第１回伝統的建造物群保存地区保存審議会
重要伝統的建造物群保存地区選定
嬉野市誕生（嬉野町と合併）

平 成 １ ８ 年 度 保存修理事業スタート
塩田津町並み保存会発足

平 成 ２ ６ 年 度 「全国町並みゼミ鹿島・嬉野大会」開催

平 成 ２ ７ 年 度 重伝建地区選定１０周年記念大会開催
「『塩田津』町並み保存のあゆみ」発行

大正時代の塩田津
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（３）保存地区の保存と整備

●伝建修理・修景事業

平成１８～３０年度
修理４０件（２ヵ年事業を含む）
修景４件（新築含む）

令和元年度 修理３件

●社会資本整備交付金（街なみ環境整備事業）

平成２０年度～

交流集会所整備工事
公園整備工事
防火水槽の設置
消火栓の設置
防火池の整備
防災施設の整備
道路美装化
住宅修景補助 など

●重要文化財保存修理事業

平成１９～２２年度 重文西岡家住宅 修理

修理事業の例

交流集会所の整備 防災池の整備

重要文化財（町並みの核となる建造物）の修理

公園の整備と案内板設置防災施設の整備
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（３）保存地区の活用とまちづくり

●活用について

・観光客の増加（※H30年度～は水害等やコロナで落ち込む）

・地域学習活動の支援による郷土愛の育成

・イベントの企画・実施による地域活性化

・伝統行事と連携したイベントの開催

・メディア（雑誌、新聞等）への情報提供

・大学や専門家との連携やフォーラムの開催

・伝建やまちづくりに関する視察の増加 など

地元小中学校の地域学習活動（町なみ見学、学習発表会）

まちなみガイド 伝統家屋を利用したイベント（絵本の読み聞かせ、朝市）

フォーラムの開催

保存会の活動（空き店舗活用部会）

修理家屋の見学会
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（３）保存地区の活用とまちづくり

●まちづくりについて

・イベント等での活用による出店者・参加者の増加

・観光客の増加およびそれに伴う保存会会員の増加

・伝統家屋を活用したイベントの恒常化

・空き家の活用と新たな活用方法の創出

・伝統的技術（石工・大工・左官など）の継承と活発化

・温泉街、焼物町などと連携した新たな観光ルートの創出

・イベント等における周辺市町との連携 など

志田地区

塩田津

嬉野温泉街

（４）住民等の取組

●保存会の活動

保存会では、各部会に分かれて活動を行なっています。

以下、代表的な部会と活動をご紹介します。

・空き店舗活用部会
無料休憩所の開設、新店舗の呼び込
み、イベントでの店舗活用など

・朝市部会
毎週日曜日に朝市を開催、地元生産
者の活発化を支援する

・子ども育成部会
地元の子どもたちとともに環境学習や
ボランティアを行なう

・まちなみガイド部会
来訪者や観光客に対しまちなみのガイ
ドを行なう。

・おもてなし部会 お茶の振舞いや来訪者の応対 など

●住民の声

昨年度は、塩田津への訪問者数は例年並みでしたが、夏祭

り、秋には塩田津マルシェ、おくんち等大きなイベントを開催

でき、保存会の皆様もフル体制で対応して頂きました。その

一方、昨年度から災害が頻発し、住民の防災意識や風評被

害など、今後考えていかなければならない課題も見えてきま

した。保存会だけでなく、地域住民、子どもたちを巻き込んで

の活発な活動がこれからの塩田津を盛り上げてくれると確信

しております。（塩田津町並み保存会理事長）


